


第1章 なぜ今、この構想なのか

私たちは今、⼤きな時代の転換点に⽴っています。

経済は豊かになり、科学技術は⾶躍的に進歩しました。
AIやロボットは⼈間の能⼒を⼤きく超える可能性を秘め、医療や情
報技術も⽇々進化しています。
しかし、その⼀⽅で、私たちの社会は本当に豊かになったのでしょ
うか。

健康寿命は⼗分に延びず、⽣活習慣病や認知症、⼼の病は増え続け
ています。
孤独や孤⽴、⾃殺、少⼦⾼齢化、地域社会の衰退、⾃然災害、環境
問題など、多くの課題が複雑に絡み合っています。
そして、多くの⼈が「⾃分は何のために⽣きているのか」という問
いを抱えながら⽣きています。

私は25年以上にわたり、健康、環境、教育、社会貢献など、さまざ
まな活動に取り組んできました。
その中で強く感じたことがあります。
それは、多くの⼈に志があっても、その志を⽀え続ける仕組みが社
会には⼗分に存在しないという現実です。
素晴らしい活動であっても、資⾦が尽きれば継続できません。
⼀⼈の情熱だけでは、社会を変え続けることは難しいのです。

これからAI時代が本格化すれば、多くの仕事や社会の仕組みは変化
していくでしょう。
だからこそ、これからの時代に最も⼤切になるのは、⼈間にしか果
たせない使命、思いやり、創造性、そして志です。

ライフシンフォニーコスモス構想は、その志を⽀え、⼈と⼈、⼈と
社会、⼈と⾃然、そして宇宙との調和を育みながら、新しい経済と
新しい⽂明を築くための挑戦です。
私は、この構想が次の時代への⼀つの希望になると信じています。



第2章 ライフシンフォニーの根源思想

宇宙と私たちは、⼀つの⽣命の物語を⽣きている。

約138億年前、宇宙はビッグバンによって誕⽣したと考えられてい
ます。
その壮⼤な時間の中で星々が⽣まれ、銀河が形成され、太陽系が
誕⽣しました。
そして約46億年前、地球が⽣まれ、⻑い進化の末に⽣命が育まれ、
⼈類が誕⽣しました。
私たちの⾝体をつくる炭素や酸素、鉄、カルシウムなどの元素は、
はるか昔に星々の中で⽣まれたものです。
つまり、⼈間は宇宙とは別の存在ではありません。

私たち⼀⼈ひとりは、138億年という宇宙の歴史が⽣み出した
「宇宙の⼦ども」である。
それがライフシンフォニーの出発点です。

ライフシンフォニーでは、宇宙の歩みを単なる偶然だけではなく、
⽣命を育み、調和へ向かう⼤きな秩序の現れとして捉えています。

だからこそ、⼀⼈ひとりの⽣命には意味があり、それぞれに与え
られた個性と使命があります。
宇宙には無数の星があります。

それぞれの星が⾃らの軌道を保ち、互いに調和しながら宇宙を形
づくっているように、⼈もまた、⾃らを磨き、⼈と⽀え合いなが
ら社会という⼤きな⽣命体を築いています。

ライフシンフォニーとは、
宇宙・⾃然・⼈・社会が互いに響き合い、⼀つのシンフォニーを
奏でる⽣き⽅です。

私たちは、この調和こそが⽣命の本質であり、未来の社会を築く
最も⼤切な原理であると信じています。



すべての始まり、無限の広がりと可能性

無数の星々が集まり、壮⼤な調和をつくる

⼀つの星のまわりで、
多様な星が共に⽣きる。

多様なつながりが調和し、
豊かな⽂化と経済を⽣み出す。

⽀え合い、学び合い、共に成⻑する、

⽣命が育まれ、⾃然とともに
美しい環境が⽣まれる星。

宇宙に輝く⼀つの星
それぞれが使命と個性を持って⽣まれる。

愛と絆の中で、命と⽂化を受け継ぐ。

国や⽂化の違いを超え、
地球という⼀つの顔z区になる。

すべての命が調和し、
未来の希望をつなぐ。



第3章 ライフシンフォニーコスモスモデル



第4章 私の25年間

なぜ私は、この思想にたどり着いたのか

私は25年以上にわたり、「より良い社会を次の世代へ残したい」という
思いで、さまざまな社会活動に取り組んできました。
取り組んできたテーマは⼀つではありません。
•がんSTOP運動による予防と健康啓発
•放射線測定による⼦どもたちを守る活動
•エネルギー改⾰への提案
•健康づくりと予防医学の普及
•地域コミュニティの活性化と社会貢献活動

⼀⾒すると、それぞれ異なる活動のように⾒えます。
しかし、その根底には常に⼀つの共通した願いがありました。
「⼈の命を守り、⼈が安⼼して⽣きられる社会をつくりたい。」
活動を続ける中で、多くの素晴らしい仲間と出会いました。
志を持ち、社会をより良くしようと⾏動する⼈たちです。
しかし、その⼀⽅で、私は何度も同じ現実を⽬の当たりにしました。

どれほど素晴らしい理念があっても、どれほど社会に必要な活動であっても、
活動を⽀える資⾦が途絶えれば、その志は途中で⽌まってしまうのです。

私は、この現実を25年間、何度も経験してきました。
そして、⼀つの確信にたどり着きました。

「志を⽀える仕組みがなければ、社会は変わらない。」

社会を変えるのは、⼀⼈の英雄ではありません。
志を持つ⼈々が、安⼼して挑戦を続けられる環境です。
ライフシンフォニーコスモス構想は、この25年間の経験から⽣まれました。
健康、教育、環境、地域、⽂化、AI、災害⽀援…。
それぞれの分野で活動する⼈たちが、お互いを⽀え合い、志を継続できる仕
組みを築くこと。
それが、私が⽬指す新しい社会の姿です。

私の25年間は、⼀つの結論へ導かれました。
「志を未来へつなぐ仕組みを創ることこそ、私の使命である。」





鍵を開ける１５２５名の創設メンバー

第5章 地蔵⾦⼭は志を育てる⼭

鍵を開ける1525名の創設者



第6章 創設メンバー1525⼈

最初の星となる1525⼈へ
ライフシンフォニーコスモス構想が求めているのは、単なる投資家では
ありません。
**未来を共に創る「創設メンバー」**です。
私たちは、⼀⼈ひとりを宇宙に輝く星と考えています。
1525⼈の創設メンバーは、この構想の最初の星々です。
それぞれが⾃らの個性と使命を持ち、⾃分⾃⾝の「惑星（活動・事業・
社会貢献）」を育てます。
そして、その星々が互いにつながることで、⼀つの銀河となり、ライフ
シンフォニーコスモスという新しい経済圏を築いていきます。

創設メンバーの基本構想
創設メンバーは、⾦の保有量に応じた参加を基本とします。
•1グラム 20,000円 1000名
•10グラム 200,000円 500名
•100グラム 2,000,000円 20名
•1キログラム 20,000,000円 ５名
※上記は構想時点での参加イメージです。正式な条件や価格、権利内容
は今後決定される募集要項・契約条件に基づきます。

創設メンバーが⽬指す価値
精錬事業が本格的に始動した後は、創設メンバーに対して、構想してい
る制度として次のような価値の提供を⽬指しています。
•保有する権利に基づき、10年間構想に参加できる仕組み
•ライフシンフォニーコスモス構想の新規プロジェクトや企画に関する
提案・投票への参加権
•年4回を⽬安として、保有内容に応じた⾦トークンの付与を⽬指す制度
•健康・教育・⽂化・AI・地域づくりなど、各プロジェクトへの優先的
な参加機会

これらは、利益を分配することだけを⽬的とするものではありません。
創設メンバー⼀⼈ひとりが、この構想の未来を共に考え、育て、社会へ
価値を循環させる「共同創設者」となることを⽬指しています。

1525⼈の星が輝くとき、新しい銀河が誕⽣する。
それが、ライフシンフォニーコスモス構想が描く未来です。



第7章 未来への宣⾔
ライフシンフォニー創設者宣⾔

あなたが今、⽣きていること。
それ⾃体が、かけがえのない奇跡です。
この世界に⽣まれ、
出会い、学び、笑い、涙し、
今⽇という⽇を迎えている。
それだけで、あなたは⼤きな恵みの中に⽣きています。

私たちには、美しい景⾊や⼤切な⼈の笑顔を⾒る「⽬」があります。
⾳楽や⾃然の⾳を聞き分ける「⽿」があります。
花や⽊々、季節の⾹りを感じる「⿐」があります。
温かさ、冷たさ、やさしさ、ぬくもりを感じる「⽪膚」があります。
想いを伝え、励まし合い、歌い、語り合う「⼝」と「声」があります。
⽢味、酸味、苦味、⾟味、旨味を味わい、命をいただく「⾆」があります。
そして、四季を感じ、美しさに感動し、⼈を思いやる「感性」があります。
しかし、⼈間に与えられた最⼤の贈り物は、それだけではありません。

私たちには、まだ存在しない未来を思い描く「想像⼒」があります。
夢を描く⼒があります。

「こんな世界をつくりたい」というビジョンを持つことができます。

けれど、その夢も、そのビジョンも、⼀歩を踏み出さなければ現実にはなり
ません。
未来は、⼀歩から始まります。
勇気を出して歩き始める⼈もいます。
今はまだ、その⼀歩を踏み出せない⼈もいます。
それも⼈⽣であり、それぞれに歩み出す時があります。

ライフシンフォニーの仲間とは、未来を信じ、⾃ら⼀歩を踏み出した⼈たち
です。

⼀⼈の⼒には限りがあります。
しかし、⼀⼈の⼀歩が集まり、想いが重なり、⽀え合うとき、その⼒は何倍
にも広がります。

1525⼈の創設者が、それぞれの個性と使命を持って響き合うとき、どれほど
⼤きなエネルギーが⽣まれるでしょう。



しかし、何も求めず、何も挑戦しなければ、その素晴らしい感性も、
眠っている才能も磨かれることはありません。

「なぜだろう。」
「どうすればもっと良くなるのだろう。」
その問いが、⼈を成⻑させ、未来を切り拓きます。

だからこそ、⾃分の可能性を閉ざしてはいけません。
「どうせ無理だ。」
「失敗したらどうしよう。」
「⼈に笑われるかもしれない。」

そんな恐れに、⼈⽣を⽀配させてはいけません。
あなたの未来を決めるのは、恐れではなく、あなた⾃⾝の意志です。
⼈⽣は⼀度きりです。
眠っている才能を⽬覚めさせ、
⼼に描いた夢を信じ、
あなたにしかできない使命を、この世界で花開かせてください。

あなたの⼩さな⼀歩は、
誰かの希望となり、
やがて未来を変える⼤きな⼒になります。
未来は、誰かが創るものではありません。

あなたと、私たちが共に創るものです。
⼀⼈ひとりは宇宙に輝く⼀つの星。
1525の星が響き合うとき、新しい⽂明が始まる。

創設者とは、最初に地蔵⾦⼭の扉の鍵を開けた⼈です。
しかし、その扉は⾦⼭の扉ではない。
⼀⼈ひとりの星が輝く未来への扉である。

ライフシンフォニーコスモス構想
創設者 新納悟



高見英治

プロジェクト
リーダー

地蔵金山開発
株式会社
取締役

代表取締役より全権の委任を受け

事業推進を行う

代表取締役より
事業運営に関する権限
の委任を受ける

地蔵金山開発株式会社は、設立から13年の歴史を持つ会社です。

地蔵金山開発株式会社

問い合わせ：中央区新川１−３０−７−３０３
茅場町スカイハイツ
国際アースセラピー協会 代表 新納悟 2026年7⽉初版


